
   報告４  

 

令和５年度学校給食表彰(文部科学大臣表彰)について 

 

 

１．趣旨 

学校給食表彰は、学校給食の実施に関し、優秀な成績をあげた学校及び共同調

理場を｢学校給食優良学校等｣、並びに特に功績のあった学校給食関係者及び学校

給食関係団体を｢学校給食功労者｣として、文部科学大臣が表彰することにより、

学校給食の普及及び充実を図ることを目的とする。 

 

 

２．対象 

（１）学校給食を実施している国公私立の小学校、中学校、義務教育学校、夜間課

程を置く高等学校、中等教育学校、特別支援学校及び共同調理場  

（２）（１）に勤務する校長、場長、副校長、教頭、教諭、栄養教諭、学校栄養職員、

調理員等の教職員、（３）に掲げる学校給食関係団体の代表者及びそれに準ずる

者、並びにその他学校給食の実施に関し、特に功績があったと認められる個人  

（３）学校給食会、学校給食研究団体、学校栄養士会その他学校給食に関し自主的

に組織的な活動を行っている団体 

 

 

３．令和５年度学校給食表彰(文部科学大臣表彰) 

｢学校給食功労者｣ 

 小出 真美子 氏(鹿沼市立北押原小学校 栄養教諭) 

【功績概要】  

   30 年以上にわたり、献立の作成をはじめ調理員への適切な指導など、学校給食に

おける栄養・衛生管理に取組んでいる。また、学校において児童生徒や教職員と積

極的に関わり、望ましい生活習慣の形成につながる効果的な食に関する指導等を

日々実践しており、食育を通じて学校運営に貢献する姿は、他の栄養教諭、学校栄

養職員の模範となっている。 

 

(令和２年度 全国大会発表) 

第 61 回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会(栃木)分科会「全教職員による食育

推進体制及び家庭や地域、関係団体等と連携した推進体制の構築における栄養諭の

役割」で実践発表を行った。 

 

(令和２年度 栃木県学校給食優良学校等表彰） 

    学校給食功労者（教育長表彰） 

 

４．表彰式 
    令和５(2023)年 10 月 19 日(木) 第 74 回全国学校給食研究協議大会(東京

都)にて行った。  

 

 

 

 


